
学習心理学（学習・言語心理学） 時本 楠緒子 

 

 

授業概要  

人間の学習と言語について、心理学的観点から学ぶ。学習とは「経験によって生じる比較的永続的な行動の

変容」であり、学習心理学の対象は、学校の勉強にとどまらず、日常生活の様々な場面で見られる行動を含

む。授業では、学習に関する身近な現象を取り上げながら、学習心理学の理論と方法、その応用について講義

する。また学習心理学と言語心理学の関連領域について、言語習得の機序を通して基本的な理論を学び理解

を深め、人がどのようなプロセスで言語を学ぶのか、学習理論をふまえながら現在も論争が繰り広げられて

いる言語獲得のメカニズムについて講義する。理解を深めるため、出来るだけ具体例を用いながら、学習・言

語心理学および心理学全般への理解を深めていけるよう講義する。 

授業計画  

 
第 1 回 ガイダンス：学習心理学とは？ 学習の定義、行動の測定法など 

第 2 回 学習とは：動物の学習と人間の学習比較、馴化と鋭敏化、経験の効果 他 

第 3 回 学習の仕組み：古典的条件づけの基礎 

第 4 回 学習の仕組み：古典的条件づけの手続きと日常における条件付けの例 

第 5 回 学習の仕組み：オペラント条件づけの基礎 

第 6 回 学習の仕組み：オペラント条件づけの手続きと日常における条件付けの例 

第 7 回 学習の仕組み：オペラント条件づけにおける強化と罰 

第 8 回 条件付けからの応用：学習性無力感と動機付け 

第 9 回 様々な学習：観察学習ほか 

第 10回 条件づけの臨床的応用：様々な行動療法 

第 11回 言語と学習：知識 

第 12回 言語学の主要領域と言語の構造：言語とは 

第 13回 言語学の主要理論 

第 14回 言語の獲得 

第 15回 言語獲得における生物学基礎と言語獲得の臨界期 

第 16回 学期末試験（筆記） 

  
到達目標  

(1) 心理学における学習とは何かを理解し、学習理論について基礎的な説明ができる。 

(2) 心理学における言語現象・理論について基礎的な説明ができる。 

(3) 身近な事例を用いて様々な学習形式を理解し、行動療法など臨床場面における応用を学ぶことができる。 

履修上の注意  

学習・言語心理学における基本的な知識を吸収するように努めること。「学習」と「言語獲得」の関係や「学

習理論の臨床応用」に興味のある学生の受講を期待する。本講義では、理解を深めるために簡単なワークショ

ップやまとめの課題を課すことがある。 

 

予習・復習  

講義の最後に予習・復習のポイントを解説する。授業中に指示した用語や興味を持った用語、理解が十分で

ない内容は質問または各自で確認しておくこと。講義で扱う内容が多岐にわたるため、分からないことをそ

のままにしておかないこと。学期中に数回程度、復習のための課題を課す予定である。 

 

評価方法  

評価は、授業に 2/3回以上出席し、授業時間内に実施する課題（ワークショップやレポート）を行い、且

つ最終試験を受験した者に対して行う。 最終試験の成績 70%に、平常点（受講態度および課題）30%を加

えて総合的に評価する。 

 

テキスト  

テキストは使用せず、毎回学習内容をまとめた授業資料を配布する。 

参考文献は授業の中で紹介する。  


